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財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備に関するお知らせ 

  

 当社は、金融商品取引法第24条の４の４第１項に基づき、本日関東財務局長へ提出いたしました2019年６月期

の内部統制報告書に、開示すべき重要な不備があり、当社の財務報告に係る内部統制は有効でない旨を記載いた

しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 開示すべき重要な不備の内容 

 当社の 2019 年６月期の決算作業の過程において、当社連結子会社が運営する一部の施設で、2019 年８月、

外部から給付金の請求金額に誤りがあるとの指摘を受けたことを契機として、売上高の正確性について社内

調査を実施したところ、国民健康保険団体連合会等に請求した 2019 年６月期にかかる売上高が過剰に計算さ

れていたことが発覚しました。これにより、請求額の修正をするとともに、影響が及ぶ期間の決算を訂正い

たしました。 

 本件の要因は、当社の全社的な内部統制の一部である、当社連結子会社における統制環境及び当社におけ

るモニタリングに不備があったことによるものと認識しております。 

 当該子会社の管理運営体制を期中に認識・改善できなかったことから、当社の連結子会社に対する統制活

動と全社的な内部統制に不備があることを確認し、これらの不備は、財務報告に重要な影響を及ぼしており、

開示すべき重要な不備に該当すると判断いたしました。 

 

２． 事業年度末日までに是正できなかった理由 

 上記事実は、当事業年度末日後に発覚したため、当該不備を当事業年度末日までに是正することができま

せんでした。 

 

３．開示すべき重要な不備の是正方針 

 当社は、財務報告に係る内部統制の重要性を認識しており、開示すべき重要な不備を是正するために、現

状の運営体制の見直しを行いました。2019年９月より、子会社の管理部門に品質管理課を設置し、当社の管

理部と併せて届出書面等の事前の精査を行い、正確性の向上を図ります。また、施設運営に関する法令や規

則等の知識向上のため、社内外にて行われる研修に管理者・担当者が定期的に参加し、知見をフィードバッ

クする等、社内教育の徹底を図ります。加えて、専門スタッフの採用強化、内部監査の強化等の再発防止策



 

を実行することで、適正な内部統制の整備・運用を図ってまいります。 

 

４．連結財務諸表等に与える影響 

 上記の開示すべき重要な不備に起因する必要な修正事項は、財務諸表及び連結財務諸表において適正に反

映しております。 

 

５．連結財務諸表の監査報告における監査意見 

 無限定適正意見であります。 

以上 


